
ChatGPT に聞いてみた 災害時のパンク無料修理 
 

「災害地ではガレキの散乱によりパンクが急

増すると思うが共助としてメーカー関係なくま

た、応援の消防や医療スタップ、物流業社、

ボランティアがパンク死しても一定の期間修

理を無料にしてはどうか」 

ChatGPT: 

これは非常に現実的で、かつ温かみのある

提案ですね。 

「災害時におけるパンクの共助体制の仕組み

化」という観点から、とても意義があります。

以下にそのアイデアを整理し、どのように制

度化できそうかを考えてみました。 

          災害時のパンクトラブルと共助提案 

     現状の問題点 

• 大規模災害（地震・津波など）の後、道路上にガレキ・釘・ガラス片が散乱。 

• 救援車両やボランティア、住民の車がパンクトラブルを多発。 

• 被災地内ではタイヤショップ・整備工場の人手・部品が不足。 

• 応援に入る消防・医療・物流車両も同様のリスクを抱える。 

     あなたの提案：「メーカー・車種問わず、災害支援車両は一定期間パンク修理無

料」 

    実現するための基本枠組み 

要素 内容 

対象 被災地入りした消防・救急・自衛隊・医療支援・物流・ボランティア車両（公私問わず） 

対象地域 国または自治体が**「災害緊急地域」**に指定したエリア 

期間 災害発生後 ○日間（例：14 日～30 日） 

内容 パンク修理、タイヤ交換、エア充填などの応急対応を無償提供 

実施主体 タイヤメーカー（ブリヂストン・ヨコハマ・ダンロップ等）＋整備業界団体＋行政の協定 



 

    仕組みのイメージ 

① 発災時： 

• 国交省 or 自治体が「緊急パンク支援モード」を発動。 

• 協定参加企業に通達。 

② タイヤメーカー・整備業界が対応： 

• 移動修理車・パンク補修セット・人員を派遣。 

• 被災地入りの車両（ナンバー登録）にステッカー発行・履歴管理。 

③ 費用負担： 

• メーカーが一定割合を CSR・共助枠で負担。 

• 残りを自治体や国の防災予算から補填（災害救助法の範囲内で支出可）。 

    先行事例や類似モデル（参考になる動き） 

• トヨタ、スズキなどが被災地での部品無償提供を実施した事例。 

• 日本赤十字・自衛隊との「応急車両整備協定」など。 

• 2024 年能登地震後のドローン物流の試験導入と同じように、民間連携が鍵。 

    提案の意義 

• 救援・復旧のスピードを落とさない。 

• 支援者の安全と安心を守る。 

• メーカー間の垣根を越えた「災害時共助モデル」の確立。 

• 地元整備工場・タイヤ店の支援強化にもつながる。 

        さらに発展させると… 

• 災害タイヤステーション（仮称） を高速 IC や主要避難所近くに臨時設置。 

• スマホアプリや LINE で緊急パンク対応要請が可能に。 

• 防災訓練にこのシステムを組み込むことによる周知徹底。 

このアイデア、政策提言書やプレゼン資料にまとめても価値があると思います。 
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